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靖國会館で開催された
日本遺族会理事会、評議員会（５月30日）

妻
・
父
母
特
給
の
継
続
・
増
額
な
ど

平
成
25
年
度
政
府
予
算
へ
の
要
望
事
項
決
定

　

日
本
遺
族
会
は
五
月
三
十

日
㈬
、
東
京
・
九
段
北
の
靖

國
会
館
で
理
事
会
、
評
議
員

会
を
開
催
し
、
平
成
二
十
三

年
度
諸
会
計
決
算
を
審
議
す

る
と
共
に
、
公
益
法
人
制
度

改
革
に
伴
う
非
営
利
型
一
般

財
団
法
人
へ
の
移
行
に
向
け

て
評
議
員
選
定
委
員
会
の
委

員
を
選
任
。
あ
わ
せ
て
移
行

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
定
款
案
な

ど
を
審
議
し
た
。

　

今
後
の
英
霊
顕
彰
運
動
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
以

降
滞
っ
て
い
る
総
理
・
閣
僚

の
靖
國
神
社
参
拝
を
求
め
る

と
共
に
、
他
団
体
と
協
力
し

て
国
立
の
追
悼
施
設
新
設
構

想
を
断
固
阻
止
す
る
こ
と
、

更
に
は
全
国
戦
没
者
追
悼
式

の
放
映
時
間
延
長
の
要
望
運

動
を
継
続
す
る
こ
と
を
確

認
。
処
遇
改
善
運
動
で
は
、

平
成
二
十
五
年
に
最
終
償
還

を
迎
え
る
「
戦
没
者
等
の
妻

に
対
す
る
特
別
給
付
金
」「
身

戦
没
者
遺
族
処
遇
に
関
す
る
要
望

日本遺族会

寄
り
の
な
い
戦
没
者
の
父
母

等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
」

の
継
続
・
増
額
な
ど
平
成
二

十
五
年
度
政
府
予
算
に
対
す

る
要
望
事
項
（
別
掲
）
が
承

認
さ
れ
、
七
月
二
十
六
日
に

都
内
で
全
国
戦
没
者
遺
族
代

表
者
会
議
を
開
催
し
、
遺
族

会
の
要
望
事
項
実
現
に
向
け

て
国
会
陳
情
を
行
う
こ
と
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
日
本
遺
族
会
創
立

六
十
五
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
九
月
十
八
日
に
記
念
式

典
を
日
本
青
年
館
ホ
ー
ル
に

お
い
て
開
催
す
る
こ
と
を
決

定
。
更
に
、
昨
年
の
東
日
本

大
震
災
で
九
段
会
館
が
廃
業

し
た
こ
と
に
伴
い
設
置
が
決

ま
っ
た
「
新
生
遺
族
会
の
あ

り
方
を
考
え
る
特
別
委
員

会
」の
経
過
報
告
が
行
わ
れ
、

森
田
次
夫
会
長
代
行
を
委
員

長
と
し
て
、
概
ね
一
年
を
か

け
て
検
討
・
答
申
す
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

一�

、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年

金
等
の
改
善

　

尊
い
一
命
を
国
家
に
捧
げ

た
戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る

公
務
扶
助
料
等
は
、
他
の
公

的
年
金
と
は
性
格
を
異
に
す

る
も
の
で
、
あ
く
ま
で
も
国

家
補
償
の
理
念
に
基
づ
き
改

定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
戦
没
者
遺
族
の
今
日
ま

で
の
歩
み
に
配
慮
し
、
高
齢

化
著
し
い
実
情
等
を
考
慮
さ

れ
、
公
務
扶
助
料
等
を
増
額

改
定
さ
れ
た
い
。

　

な
お
、
特
例
扶
助
料
等
の

支
給
率
拡
大
に
つ
い
て
は
、

よ
り
一
層
の
配
慮
を
お
願
い

い
た
し
た
い
。�

二�

、
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す

る
特
別
給
付
金
、
身
寄
り

の
な
い
戦
没
者
の
父
母
等

に
対
す
る
特
別
給
付
金
の

継
続
・
増
額

　

こ
の
特
別
給
付
金
は
、
公

務
扶
助
料
と
は
性
格
が
異
な

り
、
亡
き
夫
に
対
す
る
哀
切

の
念
が
ま
す
ま
す
深
ま
っ
て

い
る
妻
の
立
場
や
、
子
も
孫

も
な
く
、
ま
す
ま
す
孤
独
感

が
高
ま
っ
て
い
る
年
老
い
た

父
母
の
立
場
を
国
が
認
め
、

慰
藉
の
意
を
表
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
特
別
給
付
金

を
次
の
よ
う
に
継
続
・
増
額

さ
れ
た
い
。

⑴�　
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す

る
特
別
給
付
金

　

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十

一
日
に
最
終
償
還
を
迎
え
る

同
給
付
金
を
、
さ
ら
に
十
年

間
継
続
し
、
現
在
の
社
会
情

勢
に
見
合
っ
た
金
額
に
増
額

さ
れ
た
い
。

⑵�　
身
寄
り
の
な
い
戦
没
者

の
父
母
等
に
対
す
る
特
別

給
付
金

　

平
成
二
十
四
年
九
月
十
四

日
に
最
終
償
還
を
迎
え
る
同

給
付
金
を
、
さ
ら
に
五
年
間

継
続
し
、
現
在
の
社
会
情
勢

に
見
合
っ
た
金
額
に
増
額
さ

れ
た
い
。

三�

、
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰

霊
友
好
親
善
事
業
の
充
実

　

戦
没
者
の
遺
児
で
あ
れ
ば
、

誰
も
が
「
一
度
で
い
い
か
ら

父
親
等
の
戦
没
地
に
た
た
せ

て
欲
し
い
、
そ
し
て
心
行
く

ま
で
慰
霊
追
悼
を
さ
せ
て
欲

し
い
」
と
願
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
戦
没
者
遺
児
の

長
年
の
念
願
が
認
め
ら
れ
、

平
成
三
年
度
か
ら
本
会
が
国

よ
り
補
助
を
受
け
て
実
施
し

て
い
る
事
業
で
あ
り
、
戦
没

者
遺
児
へ
の
慰
藉
事
業
で
あ

る
。

　

つ
い
て
は
、
参
加
者
の
高

齢
化
等
を
考
慮
し
て
、
戦
没

者
遺
児
と
一
心
同
体
で
歩
ん

で
き
た
配
偶
者
も
一
緒
に
参

加
で
き
る
な
ど
、
事
業
内
容

の
見
直
し
を
含
め
、
よ
り
一

層
の
充
実
を
図
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
た
い
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
二
年
度

は
じ
め
て
実
施
し
た
洋
上
慰

霊
に
つ
い
て
は
、
参
加
遺
族

か
ら
大
変
好
評
を
得
て
お
り
、

参
加
出
来
な
か
っ
た
遺
族
か

ら
も
今
一
度
実
施
を
し
て
欲

し
い
と
の
要
望
が
多
い
こ
と

か
ら
、
平
成
二
十
五
年
度
に

実
施
で
き
る
よ
う
、
全
面
協

力
を
お
願
い
い
た
し
た
い
。

四�

、
遺
骨
帰
還
事
業
等
の
拡

充
強
化

　

戦
没
者
の
遺
骨
帰
還
事
業

及
び
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事
業
に

つ
い
て
は
、
遺
族
等
の
心
情

を
十
分
配
意
さ
れ
る
と
と
も

に
、次
の
事
項
に
つ
い
て
は
、

特
段
の
配
慮
を
お
願
い
い
た

し
た
い
。

⑴�　
遺
骨
帰
還
事
業
は
、
未

だ
海
外
等
に
眠
る
多
く
の

遺
骨
が
帰
還
さ
れ
て
い
な

い
状
況
に
あ
る
。
特
に
戦

後
六
十
七
年
が
経
過
し
、

現
地
情
報
も
乏
し
く
な
る

一
方
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

要
望
事
項
の
大
綱

一
、�
公
務
扶
助
料
・
遺
族
年
金
等
の
改

善

二
、�
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
、
身
寄
り
の
な
い
戦
没
者
の

父
母
等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
の

継
続
・
増
額

三
、�

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親

善
事
業
の
充
実

四
、
遺
骨
帰
還
事
業
等
の
拡
充
強
化

五
、�

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
国
費
参

列
者
の
対
象
範
囲
の
拡
大
と
充
実
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海
外
未
送
還
遺
骨
の
集
中

的
な
情
報
収
集
事
業
を
強

化
す
る
な
ど
、
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
取
り
組

み
、
強
力
に
推
進
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

�　
ま
た
、
中
断
さ
れ
て
い

る
地
域
を
早
期
再
開
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

⑵�　
民
間
建
立
慰
霊
碑
整
理

事
業
に
つ
い
て
も
、
国
と

し
て
引
き
続
き
推
進
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

五�

、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ

の
国
費
参
列
者
の
対
象
範

囲
の
拡
大
と
充
実

　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
の
趣

旨
に
鑑
み
、
以
下
の
よ
う
に

改
善
さ
れ
た
い
。

⑴�　
国
費
で
負
担
す
る
遺
族

代
表
の
対
象
範
囲
を
戦
没

者
の
曾
孫
、
甥
、
姪
ま
で

拡
大
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

�　
ま
た
、
戦
没
者
の
子
・

兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者
に
つ

い
て
は
、
夫
婦
で
の
参
列

に
限
ら
ず
、
制
約
な
く
参

列
で
き
る
よ
う
制
度
を
改

善
さ
れ
た
い
。

⑵�　
式
典
に
児
童
・
生
徒
の

参
列
を
促
し
、
平
和
を
願

う
詩
の
朗
読
等
を
行
う
な

ど
、
式
典
内
容
を
見
直
し

さ
れ
た
い
。

　

�　
ま
た
、
参
列
遺
族
の
高

齢
化
は
否
め
な
い
こ
と
か

ら
、
八
十
歳
以
上
の
高
齢

者
に
つ
い
て
は
、
席
を
一

階
ア
リ
ー
ナ
席
に
設
置
す

る
よ
う
考
慮
願
い
た
い
。

改　

善　

項　

目

（
法
律
改
正
等
を

お
願
い
し
た
い
事
項
）

一
、
特
別
給
付
金
関
係�

　

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金
は
昭
和
三
十
八

年
分
よ
り
、
戦
没
者
の
父
母

等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
は

昭
和
四
十
二
年
分
よ
り
受
給

し
、
そ
の
償
還
が
終
了
し
た

時
点
に
お
い
て
継
続
さ
れ
た

特
別
給
付
金
を
請
求
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
が
、
遺
族

の
高
齢
化
を
考
慮
し
て
、
以

前
の
分
と
併
給
さ
れ
る
よ
う

措
置
さ
れ
た
い
。�

二
、
特
別
弔
慰
金
関
係�

⑴�　
公
務
扶
助
料
等
受
給
者

が
失
権
し
た
場
合
、
速
や

か
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
る
な
ど
制
度
を
改
正

さ
れ
た
い
。

⑵�　
戦
没
者
と
一
年
以
上
の

生
計
関
係
を
有
し
た
三
親

等
内
親
族
の
受
給
要
件
を

緩
和
さ
れ
た
い
。（
生
計
関

係
を
受
給
要
件
と
し
な
い
）

⑶�　
特
別
弔
慰
金
の
請
求
手

続
き
を
簡
素
化
す
る
と
と

も
に
、
裁
定
事
務
を
促
進

さ
れ
た
い
。

岡山県護國神社御創立140年記念事業奉賛/期間延長のお知らせとお願い
　岡山県護國神社は、明治２年４月３日に備前藩主池田章政公が戊辰の役で戦死した34柱の招魂祭を執り行われてより平成21年に
御創立140年を迎えました。
　この節目の年に、「いさお会館」新築、「御祈祷待合室」の新設等を主な事業として、崇敬者大総代・総代合同会議において御創
立140年記念事業実施の決議がなされ、その後、準備委員会を経て平成21年３月、県内の遺族連盟役員、経済団体をはじめとする
各種団体が参加のもと「岡山県護國神社御創立140年記念事業奉賛会」を設立いたしました。
　お陰を持ちまして、各工事は平成22年４月に無事竣工となりましたが、県下各界・各層の皆様方にお願いをいたしました奉賛金
は、厳しい経済状況に加えて、未曾有の東日本大震災の影響が重なり、目標額２億円に対し、平成24年３月末日現在で６割強の達
成率に留まっております。
　これまでも県内外の皆様方から貴重な奉賛金を賜り、重ねてのご奉賛お願いをいたすことは恐縮に存じますが、何卒、ご理解を
いただき、更に多くの方々にご賛同を賜ります様お願い申し上げます。

御創立140年記念事業奉賛会　会長　松田　　堯　
岡山県護國神社　　 　　　　宮司　笹井　和男　
財団法人岡山県遺族連盟　 　　　　会長　岸本　清美　

ご奉賛申込要領
　◇募集目標額　２億円�
　◇募 集 期 間　平成25年３月末日まで１年間延長
　　　　＊既にご奉賛をいただきました皆様には重ねてのお願いになりますが、何卒ご海容願います。
　◇奉 賛 金（何口でも奉納可能です）
　　　〇個　　人　１口　金　 5,000円也
　　　〇法人団体　２口　金　10,000円也
　　　　＊奉賛金30万円以上ご奉納の方は芳名板に芳名・金額を掲載いたします。�
　◇納 金 方 法
　　　�郵送もしくは直接神社社務所にご持参いただくか、下記の「ゆうちょ銀行」又は「中国銀行」の振込口座をご利用下さい。
　　　⃝ゆうちょ銀行　０１３７０−６−１００６５６　岡山県護國神社御創立140年奉賛会
　　　　＊ご連絡いただければ「ゆうちょ銀行」振替用紙を送付させていただきます。
　　　⃝中国銀行本店　普通預金　３２１９１８１　岡山県護國神社御創立140年奉賛会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会計　藤本政範（フジモトマサノリ）�
　◇お問い合わせ・連絡先
　　　〒703−8272　岡山市中区奥市�3−21　岡山県護國神社内
　　　　　　　　　　「岡山県護國神社御創立140年奉賛会事務局」電話（086）272−3017



　
　
　
父
母
ニ
誓
フ

海
軍
二
等
飛
行
兵
曹
　
和
　
田
　
博
　
之
　
命
　

昭
和
二
十
年
六
月
十
日　

土
浦
海
軍
航
空
隊
に
於
て　

空
襲
の
た
め
戦
死　

群
馬
県
高
崎
市
新
町
出
身　

十
九
歳　

一
、�

永
年
、
親
不
孝
ヲ
シ
タ
罪
ノ
償
ヒ
ニ
、
粉
骨
砕
身
御
国
ノ
為
ニ
働
ク
ト
共
ニ

父
母
ニ
対
シ
真
心
ヨ
リ
仕
（
つ
か
）
ヘ
ル
事
ヲ
、
心
ヨ
リ
誓
ヒ
マ
ス
。

二
、�

二
度
ト
父
母
ニ
対
シ
心
配
ヲ
掛
ケ
ズ
、
自
分
ノ
体
ヲ
大
切
ニ
、
何
時
モ
元
気

デ
朗
ラ
カ
ニ
、
真
面
目
ニ
働
キ
マ
ス
。

三
、�

常
ニ
弟
妹
ノ
良
キ
模
範
ト
ナ
リ
、
立
派
ニ
指
導
シ
、
兄
弟
妹
ソ
ロ
ッ
テ
親
孝

行
シ
マ
ス
。

四
、�

本
日
以
後
、「
父
サ
ン
」「
母
サ
ン
」
ト
称
ヘ
、
孝
ヲ
誓
ヒ
マ
ス
。

　
　

昭
和
二
十
年
五
月
二
十
二
日

和
田
博
之　

　
　

「
身
体
髪
膚
（
は
っ
ぷ
）
之
ヲ
父
母
ニ
受
ク
、

　
　
　
　
　

敢
テ
毀
損
（
き
そ
ん
）
セ
ザ
ル
ハ
、
孝
ノ
始
メ
ナ
リ
」

　
　

「
親
思
（
お
や
お
も
）
フ　

心
ニ
勝
ル　

親
心

　
　
　
　
　

今
日
ノ
訪
レ　

何
ト
聞
ク
ラ
ン
」�

（
原
文
の
ま
ま
）

【
平
成
二
十
四
年
六
月　

靖
國
神
社
社
頭
掲
示
】

（三）
平成24年
6月15日 （昭和二十五年八月十日

第三種郵便物認可） い さ お 新 聞 毎月十五日発行� （ １ １ 6 6 ）
　

津
山
市
新
野
東

寺　

坂　

悟　

志　
�

　

日
本
遺
族
会
主
催
の
慰
霊

友
好
親
善
訪
問
は
、
戦
没
者

の
遺
児
が
現
地
で
父
の
慰
霊

追
悼
を
行
い
、
現
地
の
人
た

ち
と
友
好
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
私
は

二
月
十
一
日
か
ら
十
八
日
ま

で
の
八
日
間
の
日
程
で
行
わ

れ
た
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
訪
問

団
に
参
加
し
、
父
・
寺
坂
喜

一
（
享
年
二
十
九
歳
）
と
、

こ
の
地
で
の
戦
い
で
亡
く
な

ら
れ
た
多
く
の
英
霊
の
慰
霊

追
悼
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

出
発
日
当
日
の
正
午
、
靖

國
神
社
境
内
に
あ
る
靖
國
会

館
に
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
地
域

と
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
地
域

の
関
係
遺
児
が
集
合
し
結
団

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
団
員

は
全
国
か
ら
七
十
五
名
。
私

は
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
方
面
の

Ａ
班
に
編
入
さ
れ
、
西
は
佐

賀
県
、
東
は
千
葉
県
ま
で
、

男
性
四
人
、
女
性
七
人
の
Ａ

班
の
一
員
に
な
り
ま
し
た
。

　

総
括
団
長
で
あ
る
日
本
遺

族
会
の
森
田
副
会
長
か
ら
、

「
一
般
の
観
光
旅
行
と
目
的

が
違
う
と
い
う
こ
と
を
ご
認

識
い
た
だ
き
、
和
気
藹
々
と

楽
し
い
旅
に
し
て
も
ら
い
た

い
。
戦
没
地
で
は
心
ゆ
く
ま

で
お
父
上
の
慰
霊
追
悼
を
す

る
よ
う
に
」
と
の
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
各

班
団
長
の
紹
介
、
そ
し
て
班

ご
と
に
分
か
れ
て
の
自
己
紹

介
を
行
い
ま
し
た
が
、
私
た

ち
の
班
に
は
森
田
総
括
団

長
、
井
上
団
長
補
佐
、
添
乗

員
の
三
名
が
加
わ
り
十
四
名

で
行
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

成
田
空
港
に
向
か
う
前
に

靖
國
神
社
に
お
参
り
し
、
こ

れ
か
ら
父
上
に
会
い
に
行
く

旨
の
奉
告
と
道
中
の
安
全
を

祈
願
。
午
後
十
時
前
に
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
航
空
〇
五
五
便
で

成
田
空
港
か
ら
飛
行
時
間
六

時
間
余
、
翌
日
の
午
前
五
時

（
現
地
時
間
）
頃
、
ポ
ー
ト

モ
レ
ス
ビ
ー
に
到
着
し
ま
し

た
。
日
本
と
の
時
差
は
プ
ラ

ス
一
時
間
と
の
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
Ａ
班
の
最
初
の
慰

霊
祭
は
、
ビ
ス
マ
ー
ク
海
に

浮
か
ぶ
マ
ヌ
ス
島
の
す
ぐ
東

側
の
ロ
ス
ネ
グ
ロ
ス
島
で
行

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
再
び

国
内
線
の
飛
行
機
に
乗
り
換

え
マ
ヌ
ス
島
に
向
か
い
ま
し

た
。
マ
ヌ
ス
島
と
ロ
ス
ネ
グ

ロ
ス
島
は
現
在
、
橋
で
繋
が

っ
て
い
ま
す
。

　

慰
霊
祭
は
両
国
の
国
旗
を

掲
げ
、
祭
壇
に
は
父
が
出
征

の
日
ま
で
口
に
さ
れ
て
い
た

故
郷
の
水
、
お
酒
や
お
米
な

ど
、
遺
児
が
持
参
さ
れ
た

品
々
や
現
地
で
求
め
た
果
実

や
生
花
を
お
供
え
し
、
多
く

の
ご
英
霊
を
お
慰
め
し
ま
し

た
。
関
係
遺
児
二
人
が
亡
き

父
に
追
悼
の
言
葉
を
捧
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
敵
の
上
陸
を

迎
え
撃
っ
て
戦
死
さ
れ
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

慰
霊
祭
の
終
わ
り
に
、
少

し
で
も
ご
英
霊
の
鎮
魂
に
な

れ
ば
と
、
遥
か
遠
い
故
国
を

偲
ん
で
父
た
ち
が
口
ず
さ
ん

だ
で
あ
ろ
う
童
謡
を
皆
で
合

唱
し
ま
し
た
。（
こ
れ
か
ら
続

く
慰
霊
祭
も
こ
の
よ
う
な
形

で
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
す
）

　

翌
十
三
日
、
北
東
に
位
置

す
る
細
長
い
島
ニ
ュ
ー
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
島
で
関
係
者
三
名

の
父
上
の
慰
霊
祭
を
行
う
た

め
、
同
島
の
カ
ビ
エ
ン
に
渡

り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
感
動
す
る
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
参

加
さ
れ
た
姉
妹
の
父
上
は
、

こ
の
地
の
患
者
療
養
所
で
戦

病
死
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

現
地
ガ
イ
ド
か
ら
案
内
さ
れ

た
病
院
が
そ
の
療
養
所
だ
っ

た
の
で
す
。
お
二
人
は
父
の

終
鴛
の
地
を
自
分
の
目
で
見

る
こ
と
が
出
来
た
と
涙
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

翌
十
四
日
、
私
の
父
が
眠

る
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
に
移

動
。
明
日
十
五
日
は
父
の
慰

霊
祭
の
日
で
す
。

　

父
は
昭
和
十
七
年
八
月
十

五
日
の
応
召
さ
れ
、
母
と
一

歳
の
私
を
神
戸
に
残
し
て
中

支
を
転
戦
の
後
、
翌
年
十
月

に
南
方
出
動
の
命
令
の
下
、

南
海
派
遣
月
第
七
三
八
五
部

隊
に
配
属
。
三
十
歳
の
誕
生

日
を
翌
日
し
た
昭
和
十
九
年

三
月
十
四
日
、
ニ
ュ
ー
ブ
リ

テ
ン
島
キ
ル
ー
付
近
の
戦
闘

で
無
念
に
も
戦
死
し
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
で

は
、
私
を
含
め
四
名
の
父
上

の
慰
霊
祭
を
戦
没
地
付
近
で

順
次
執
り
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
は
慰
霊
祭
で
家

族
の
こ
と
、
祖
国
日
本
の
出

来
事
な
ど
を
奉
告
。
終
わ
り

に
「
お
父
さ
ん
が
残
し
て
く

れ
た
尊
い
命
は
子
孫
に
引
き

継
い
で
い
き
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
休
み
下
さ
い
」
と

語
り
か
け
父
を
慰
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ラ
バ
ウ
ル
湾
の

海
岸
で
は
、
森
田
総
括
団
長

か
ら「
こ
の
ラ
バ
ウ
ル
港
は
、

お
父
さ
ん
た
ち
が
ニ
ュ
ー
ブ

リ
テ
ン
島
の
戦
地
に
赴
く
時

に
必
ず
立
ち
寄
ら
れ
て
い
る

港
で
す
。
こ
こ
で
お
父
さ
ん

に
向
か
っ
て
一
緒
に
日
本
に

帰
ろ
う
と
、
呼
び
か
け
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
提

案
が
あ
り
、「
お
と
〜
さ
〜

ん
、
一
緒
に
日
本
に
か
え
ろ

〜
」
と
、
皆
、
幼
子
の
よ
う

に
父
に
向
か
っ
て
声
を
限
り

に
叫
び
ま
し
た
。
念
願
の
父

の
慰
霊
祭
を
無
事
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
、
皆
、
晴
れ
や

か
な
気
持
ち
で
ラ
バ
ウ
ル
港

を
後
に
し
ま
し
た
。

　

帰
国
前
日
の
十
六
日
、
ラ

バ
ウ
ル
湾
を
見
下
ろ
す
丘
に

昭
和
五
十
五
年
に
建
立
さ
れ

た『
南
太
平
洋
戦
没
者
の
碑
』

で
行
わ
れ
た
全
戦
没
者
追
悼

式
に
臨
み
、
岡
山
県
遺
族
連

盟
か
ら
託
さ
れ
た
お
花
を
献

花
、
ご
英
霊
を
お
慰
め
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
が
始
ま
っ
た
平

成
三
年
の
当
時
、
参
加
さ
れ

た
遺
児
の
最
年
少
は
四
十
歳

代
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

今
で
は
六
十
歳
後
半
。今
後
、

高
齢
化
し
た
遺
児
に
配
慮
し

事
業
を
企
画
さ
れ
る
そ
う
で

す
の
で
、
多
く
の
遺
児
の
皆

様
が
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
切

望
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
慰
霊
友
好
親

善
訪
問
に
あ
た
り
、
日
本
遺

族
会
や
岡
山
遺
族
連
盟
か
ら

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、ま
た
、

現
地
に
お
い
て
は
総
括
団
長

を
は
じ
め
引
率
者
の
方
々
、

行
動
を
共
に
し
た
遺
児
の
仲

間
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
深
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

合同追悼式に臨んだ寺坂さん
（２月16日：南太平洋戦没者の碑／ラバウル）

ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島

慰
霊
友
好
親
善
訪
問
団
に
参
加
し
て



岡山県護國神社 ｢いさお会館｣ のご案内
―�会議・講演会・研修会などの会場としてご利用下さい�―

　「いさお会館」は、ご遺族・参拝者のみならず広く一般の方々にも会議・講演会・研修会の会場として、また結
婚式の控室としてもご利用いただいております。「いさお会館」ご利用のお申し込みは岡山県護國神社社務所（電
話086-272-3017）まで。各室使用料等は下記のとおりです。

会 場 名 広　さ 使用料（午前）
９時〜12時（３時間）

使用料（午後）
13時〜17時（４時間）

使用料（１日）
９時〜17時（８時間） 使用料（１時間） 冷暖房料（１時間）

会 議 室 107.97㎡
56畳 4,000円 5,000円 10,000円 1,500円 500円

和　室１ 28.48㎡
15畳 2,000円

二部屋�
3,000円

3,000円
二部屋�
4,500円

5,500円
二部屋
8,000円

800円
二部屋�
1,200円

200円
二部屋�
400円

和　室２ 28.48㎡
15畳 2,000円 3,000円 5,500円 800円 200円

美容室１ 11.98㎡
６畳 1,500円

二部屋�
2,250円

2,000円
二部屋�
3,000円

4,000円
二部屋�
6,000円

500円
二部屋�
750円

100円
二部屋�
200円

美容室２ 11.98㎡
６畳 1,500円 2,000円 4,000円 500円 100円

　※遺族会（会としての使用限定）及び記念事業奉賛金30万円以上奉納の方は冷暖房費のみの負担で利用できます。
　※営利目的など、利用をお断りさせていただく場合があります。

　

岡
山
県
遺
族
連
盟
で
は
毎

年
、
故
郷
遠
い
外
地
で
散
華

さ
れ
た
戦
没
者
の
苦
難
の
戦

い
を
偲
び
御
霊
を
お
慰
め
す

る
た
め
、
海
外
の
戦
跡
慰
霊

巡
拝
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
は
本
紙

五
月
号
に
掲
載
の
と
お
り
、

県
遺
族
連
盟
と
し
て
初
め
て

旧
ソ
連
の
極
東
地
域
を
計

画
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、
ビ
ロ

ビ
ジ
ャ
ン
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
な
ど
の
各
戦
跡
地
や
収
容

所
跡
を
巡
り
、現
地
で
墓
参
・

慰
霊
祭
を
執
り
行
い
ま
す
。

　

現
在
、
募
集
定
員
ま
で
あ

と
僅
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
込
締
切
日
を
若
干
延
長
し

て
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
の

で
、
県
遺
族
連
盟
へ
早
め
に

お
申
し
込
み
下
さ
い
。 岡 山 県

遺族連盟

　

新
し
い
人
生
の
門
出
で
あ

る
結
婚
式
は
護
国
の
英
霊
鎮

ま
る
岡
山
県
護
國
神
社
で
。

幽
邃
清
浄
な
神
域
で
の
厳
か

な
挙
式
は
、
新
郎
新
婦
・
ご

家
族
皆
様
方
の
一
生
の
思
い

出
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

日
曜
日
、
大
安
、
友
引
等

ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

◇
挙
式
初
穂
料

　

本　

殿　

十
万
円

◇
お
申
し
込
み
は

　

�

岡
山
県
護
國
神
社

社
務
所

　

�

電　

話

　

〇
八
六
︲
二
七
二

　

︲
三
〇
一
七

◎�

初
宮
詣
、七
五
三
、

厄
よ
け
、
心
願
成

就
、
交
通
安
全
祈

願
な
ど
、
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

　

政
府
が
設
置
し
た
「
硫
黄

島
か
ら
の
遺
骨
帰
還
特
命
チ

ー
ム
」
は
本
年
度
、
米
国
国

立
公
文
書
館
、
海
兵
隊
資
料

館
等
に
保
存
さ
れ
て
い
る
埋

葬
地
、
病
院
、
壕
、
戦
闘
記

録
等
の
情
報
を
分
析
、
そ
の

情
報
に
基
づ
き
同
島
の
面
的

調
査
を
行
い
、
こ
の
調
査
で

発
見
さ
れ
た
遺
骨
の
収
容
の

た
め
遺
骨
収
容
団
の
派
遣
を

大
幅
に
拡
大
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。

　

日
本
遺
族
会
で
は
、
当
初

の
実
施
概
要
か
ら
派
遣
回
数

が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
硫
黄
島
の
遺
族
に
限
ら

ず
広
く
遺
族
会
員
の
遺
骨
収

容
参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。 　

参
加
資
格
は
戦
没
者
の
遺

児
・
孫
等
で
年
齢
は
七
十
五

歳
未
満
、
健
康
状
態
が
良
好

で
遺
族
会
会
員
で
あ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
希

望
の
方
は
県
遺
族
連
盟
ま
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

（四）
平成24年
6月15日（昭和二十五年八月十日

第三種郵便物認可）い さ お 新 聞（ １ １ 6 6 ）� 毎月十五日発行

遺
族
会
の
動
き

平
成
二
十
四
年
六
月
行
事
表

１
日　

小
田
郡
矢
掛
町
戦
没
者
追
悼
式
（
矢
掛
町
農
村
環
境
改
善
Ｃ
）

２
日　

県
連
盟
女
性
部
会
議
（
い
さ
お
会
館
）

　
　
　

県
連
盟
役
員
選
考
委
員
会
（
い
さ
お
会
館
）

　
　
　

玉
野
市
遺
族
連
合
会
総
会
（
玉
野
市
総
合
福
祉
Ｃ
）

４
日　

高
梁
市
川
上
町
戦
没
者
慰
霊
祭
・
総
会
（
県
護
國
神
社
）

８
日　

県
連
盟
正
副
会
長
会
議
（
県
連
盟
会
議
室
）

　
　
　

浅
口
市
郡
遺
族
連
合
会
評
議
員
会
（
鴨
方
町
内
）

９
日　

県
連
盟
役
員
選
考
委
員
会
（
県
護
國
神
社
応
接
室
）

13
日　

新
見
市
美
穀
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

15
日　

久
米
郡
久
米
南
町
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

16
日　

県
連
盟
評
議
員
選
定
委
員
会
（
い
さ
お
会
館
）

18
日　

日
遺
女
性
部
研
修
会
・
国
会
陳
情
（
東
京
都
内
）
一
泊

20
日　

真
庭
市
久
世
支
部
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

21
日　

県
連
盟
監
査
会
（
県
連
盟
事
務
所
）

23
日　

県
連
盟
正
副
会
長･

常
任
理
事
合
同
会
議
（
県
連
盟
会
議
室
）

　
　
　

神
社
崇
敬
者
大
総
代
・
総
代
合
同
会
議
（
い
さ
お
会
館
）

28
日　

浅
口
市
鴨
方
支
部
遺
族
会
護
國
神
社
正
式
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

29
日　

岡
山
市
戦
没
者
追
悼
式
（
岡
山
市
民
会
館
）

30
日　

県
連
盟
理
事
会
・
評
議
員
会
（
県
連
盟
大
会
議
室
）

平
成
二
十
四
年
七
月
行
事
表

１
日　

岸
本
清
美
君
の
県
議
会
副
議
長
就
任
を
祝
う
会
（
津
山
鶴
山
Ｈ
）

２
日　

県
戦
没
者
顕
彰
会
常
任
理
事
会
（
い
さ
お
会
館
）

５
日　

北
方
領
土
返
還
要
求
県
民
会
議
監
事
会
（
岡
山
商
工
会
議
所
）

７
日　

津
山
市
久
米
支
部
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

11
日　

赤
磐
市
戦
没
者
追
悼
式
（
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ア

リ
ー
ナ
）

13
日　

備
前
市
戦
没
者
追
悼
式
（
備
前
市
民
Ｃ
）

16
日　

戦
没
者
遺
族
慰
霊
研
修
事
業
（
東
京
都
内
）
一
泊

18
日　

井
原
市
遺
族
連
合
会
次
世
代
伝
承
研
修
会
（
井
原
市
地
場
産
業
振

興
Ｃ
）

26
日　

全
国
戦
没
者
遺
族
代
表
者
会
議
・
国
会
陳
情
（
東
京
都
内
）

硫黄島遺骨帰還事業

派遣回数大幅に拡大

岡山県護國神社

神
前
結
婚
式
の

　
　
　
お
奨
め

平
成
24
年
度
外
国
地
域
慰
霊
巡
拝
事
業

旧
ソ
連
極
東
地
域
戦
跡
慰
霊
巡
拝


